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具体的方策
主
担
当

【評価指標】
＜成果指標＞＜努力指標＞

＜満足度指標＞　

【評価の根拠】
達成度判断基準

取組状況と今後の改善策
評
価

学校関係者評価者
による意見

①気づきを大切に
し、的確な「報告・連
絡・相談」をする。

運
営
委
員
会

【努力指標】
管理職、校務分掌、学年での
「報告・連絡・相談」を密にし、
協力して課題解決に対応して
いる。

【教職員アンケート】
・気づきを大切にし、的確な「報告・連絡・相談」をして
いる。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満

【教96.5％】
　校内運営委員会にて、主任層が校長ビジョンに基づいて建設
的な協議を重ね、確認事項を学校全体で共有させる体制が確
立した。様々な事案に対して、学年会や分掌内で、主任を中心
とした組織的な対応ができている。今後もコロナ感染状況によ
り、柔軟な対応が求められることが予測される。縦横の連携を
密にし、迅速に課題解決にあたっていく。

A

②働き方の見直しを
進める。

運
営
委
員
会

【努力指標】
時間外勤務時間の短縮を目
指している。仕事が平準化さ
れている。月２回の以上の
「定時退校日」が設定されて
いる。

【時間外勤務時間調査】
・時間外勤務時間が月８０時間を超えないように勤務
している。
　　　A　１００％　　　　Ｂ　９０％以上
　　　Ｃ　８０％以上　　Ｄ　７０％以上

【4-7月：84.5％】
　スクール・サポート・スタッフの活用、毎週水曜日の退校日の
設定等により、ワーク・ライフ・バランスの意識は教職員に浸透
している。勤務時間の短縮を含め、効率よく業務を行う点におい
てはまだ改善の余地がある。業務の目的を明確にした業務の
スリム化、平準化を継続していく。

C

③重点課題の解決
のために「親和的な
集団」をつくる。

生
徒
指
導

【努力指標】
生徒と向き合う時間を確保
し、「親和的な集団」づくりを目
指している。

【教職員アンケート】
・重点課題の解決のために「親和的な集団」をつくるこ
とを大切にしている。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満

【教96.5％】
　学級・学年・部活動それぞれの集団の中で規律やルールを徹
底し、認め合う、助け合う、励まし合う、そしてひいては一人一
人が安心して過ごすことができる学級や学年、学校を作ることを
職員全体で共通理解を図り、目指してきた。肯定的な回答が
96.5％となっているが、「どちらかといえばそう思う」の回答率が
高い。「生徒と向き合う時間の確保」ができれば、「そう思う」の
回答率が高くなると思われる。そのために、ICT機器を活用し、
効率的に事務作業を進めるなどして、生徒と向き合う時間を確
保できるようにしていきたい。

A

①わかる・できる授
業を展開する。

研
究

【満足度指標】
学力向上のための方策とし
て、授業改善や授業規律の
確立、９年間を見通した学習
指導の徹底を行い、「根っ中
授業スタイル」の充実を図る。

【授業アンケート】（研究部）
授業はわかりやすいか。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
【教職員アンケート】
わかる・できる授業を展開できた。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
※生徒Ａと教職員Ａで「Ａ」とする。

【生92.7％（研究部ｱﾝｹｰﾄ）、教100％】
　アンケートの数値は比較的高かったが、その内「そう思う」（Ａ
評価）が教師は約68％、生徒は約56％であった。教師のＡ評価
の見取りと生徒の数値は一致していたため、教師の数値の上
昇が生徒の数値を上げることにつながると考えられる。２学期
はＡ評価の数値を80％まで持っていきたいと考えている。その
ために今一度その授業の中で「何ができたらいいのか」「ゴール
の姿」を確認し、教師がしっかりとイメージして振り返りシートを
活用し、授業に臨むことを徹底する。

A

②基礎・基本を定着
させる。

研
究

【成果指標】
基礎・基本を定着することで、
わかる・できる授業の基盤と
する。

【生徒アンケート】
基礎・基本の定着ができた。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
【教職員アンケート】
基礎・基本の定着に取り組んだ。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
※生徒Ａと教職員Ａで「Ａ」とする。

【生83.0％、教100％】
　基礎基本の力はついてきた。教室の後ろ黒板を活用して各教
科の課題提示はできていた。アンケートの数値も上昇してきた。
しかし各教科のテストの基礎基本の問題の正答率をみると家庭
学習の定着、学習時間の確保によって補える部分があった。そ
こで２学期は家庭での各教科の課題に必然性を持たせる（その
課題から小テストを実施するなど）授業展開をもっと取り入れて
いくことを各教科で共通理解していきたい。

B

③端末を含めたICT
環境を活用し、個に
応じた指導を充実さ
せる。

研
究

【満足度指標】
生徒が自分の考えを持った
り、考えを深めたりするため
に、ＩＣＴ環境を活用すること
で、個に応じた指導を充実さ
せる。

【生徒アンケート】
先生はＩＣＴ機器を利用して個に応じた指導をしてい
る。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
【教職員アンケート】
ＩＣＴ環境を利用して個に応じた指導を充実できた。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
※生徒Ａと教職員Ａで「Ａ」とする。

【生90.4％、教67.9％】
　今年は「ＩＣＴをとにかく使用して、慣れていこう」をテーマとして
いたため、各教科の先生方の努力が生徒の数値に表れてい
る。生徒も意欲的にＩＣＴを活用できていた。今後も活用の幅を
広げ、より多くの教科での実践をしていくことを課題とし、引き続
き継続して取り組んでいきたい。 Ｂ

①生徒指導・教育相
談を充実する。

生
徒
指
導

【努力指標】【成果指標】
生徒指導や教育相談を充実
させることで、年間の事案件
数を減らす。

【生徒指導データ】
・生徒指導事案（暴力・いじめ等）の発見と解決。
　　　A　１００％　　　　Ｂ　９０％以上
　　　Ｃ　８０％以上　　Ｄ　７０％以上
【教育相談データ】
・新たな不登校及び不登校傾向の生徒をつくらない。

【】
週1回の管理職と生徒指導担当者間での情報交換と教育相談
会を通して、各学年及び個々の生徒の状況について、情報を共
有し、今後の対応策や、トラブルを未然に防止するための方策
などについて、話し合っている。また、chromebookを使っての月
1回のいじめアンケートや、QU調査後のヘルプシグナルのチェッ
クや個人面談も引き続き継続し、トラブルの未然防止につなげ
ていきたい。

B

②特別の教科道徳
を大切にする。

教
務
・
研
究

【努力指標】
特別な教科道徳で学んだこと
を全教育課程で展開する。

【生徒アンケート】
・道徳の授業から学ぶことは多い。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
【教職員アンケート】
・道徳の授業の充実に努めることができた。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
※生徒Ａと教職員Ａで「Ａ」とする。

【生88.0％、教88.2％】
　道徳が教科化されて２年目となり、年間指導計画や評価につ
いて検討を重ねながら実践を進めている。道徳的価値に対する
個人の思考を適切に見取ることが学習評価や授業改善につな
がる。このような視点から、授業で生徒が考えたことを１冊の
ノートに蓄積していくことができれば、生徒にとっても教師にとっ
ても、メリットが大きい。来年度に向けて、道徳ノートの導入を検
討し、道徳教育のさらなる充実を図っていく。

B

③郷土を愛する心を
育成する。

教
務
・
研
究

【満足度指標】
地域と連携したキャリア教育
やふるさと教育が計画的・効
果的に行われている。

【教職員アンケート】
・総合的な学習の時間等を活用しながら、郷土を愛す
る心を育成することができた。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
【生徒アンケート】
・「根上が好きか？能美市が好きか？」の結果。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満

【教85.8％】【生 根上：84.2％、能美：87.2％】
　３年間を通した「松松レンジャーズ」の活動を軸に、キャリア教
育を実践している。コロナ禍で多くの制限があり、中止や開催方
法の変更を余儀なくされる場合も少なくない。その反面、
Chromebookの導入により、充実した調べ学習等が可能となり、
体験学習以外の活動の幅は広がっている。SDGsの視点も効果
的に取り入れ、コロナ禍での地域・キャリアに関する学習につい
て、教育活動全体を見つめ直していく。

B

①基礎体力を向上さ
せる。

保
健
体
育

【努力指標】
教科体育の充実や適正な部
活動運営を通して、基礎体力
の向上を図る。

【体力テスト】
・体力テストの結果において、本校結果が県平均を上
回っている種目数。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満

【体力テスト　52.0％】
　県平均との比較では、４８項目中25項目は県平均を上回って
いた。残りの23項目の向上が求められるが、特に50m走におい
ては全学年男女県平均を下回る結果となっている。スピード、
敏捷性向上が課題であり、その課題を生徒と共有し、体育授業
の中でアジリティトレーニングを取り入れていく。

D

②健康教育を充実す
る。

保
健
環
境

【満足度指標】
「早起き」「朝ごはん」を基盤と
して、歯科検診や視力検査の
結果を含め、年間を通して自
分の健康について考えること
ができる。

【生徒アンケート】
・「早起きができている」「朝ごはんを食べている」がで
きている。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
【保健調査】
・歯科検診、視力検査の受診状況。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満

【生 早起き：80.2％、朝食：96.3％】
【保健調査：コロナ禍で実施できず】
　「早起きができている」「朝ごはんを食べている」は80％以上で
あり、基本的生活習慣は確立している生徒がほとんどである。８
時１０分の始業に間に合う生徒は多く、生活の基盤は安定して
いると思われる。また、コロナ禍によりマスク着用の意識や手洗
い、消毒の新しい生活様式は定着し、自分の健康について考え
る意識は例年以上であった。

B

①学校運営協議会
を機能させる。

教
務

【満足度指標】
学校運営協議会を中心に、コ
ミュニティスクール（ＣＳ）とし
ての機能を推進し、家庭・地
域との連携を図る。

【保護者アンケート】
コミュニティスクール（ＣＳ）を知っている。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
【教職員アンケート】
・学校教育にコミュニティスクール（ＣＳ）としての機能
を取り入れることができた。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満

【保20.5％、教64.3％】
　学校運営協議会委員の方々が中心となり、地域の方々に生
徒の学習活動や教員の業務の一部をサポートしていただけるこ
とが理想である。しかしながら、学校と地域との直接的な関わり
が今後どの程度可能であるかは、先行きが不透明である。学校
評価アンケートの結果をもとにいただくご意見をもとに、今後の
教育活動や教員の業務の在り方について見つめ直しを行う。ま
た、CSや学校運営協議会について、家庭や地域に知ってもらう
ために、会の内容を通信等で発信することも検討していく。

D

②適切な情報公開と
社会貢献を展開す
る。

教
務

【成果指標】
ホームページ（ＨＰ）を充実さ
せ、学校教育活動に対する家
庭・地域からの理解を得るよ
うに努める。
【努力指標】
学校教育活動全体を通して、
「働く子」の育成を図る。

【生徒アンケート】
・「そうじをしている」「あいさつができる」の結果。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
【保護者アンケート】
・全家庭で週２回程度の視聴をしている。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満

【生 掃除：89.7％、あいさつ：85.5％】【保4.2％】
　「働く子」という視点では、あいさつや掃除を中心に、全校生徒
が足並みを合わせて取り組むことができている。掃除について
は、衛生面の問題から床の雑巾がけをなくし、効率化を図り、当
番清掃の導入も検討している。ホームページの充実について
は、Googleカレンダーとの同期などを進めることができた一方
で、学校での生徒の様子を紹介する頻度については改善の余
地がある。業務分担の見直しを行い、複数の担当者を設定する
ことで、発信の量と質の向上に努めていく。

C

令和３年度　　能美市立根上中学校　学校評価　中間評価 　　

重点目標
（めざす姿）

1

組
織
的
な
学
校
運
営

（
教
師
力
を
磨
き
、
学
校
力
を
高
め
る

）

　時間外勤務時間の短縮
については、部活動による
残業と部活動以外の残業
を区別して考えていくとよ
い。部活動以外でどのよう
な業務が残業になっている
のかを把握し、生徒の成長
への影響度合いの少ない
ものから積極的にカットして
いけばよい。また、
Chromebookや今後導入さ
れる校務支援システムを効
果的に活用することで、生
徒と向き合う時間を捻出す
ることが期待される。
　さらに、対面ではなくあえ
てｵﾝﾗｲﾝで生徒と接するこ
とにも少なからずメリットが
ある。丁寧な個の見取りと
いう視点においても、ICTが
果たす役割は大きいと考え
られる。

2 知

（
自
ら
進
ん
で
学
ぶ
生
徒

）

　授業改善については、ア
ンケートの結果とその原
因、さらには具体的な手立
てとの間の整合性を再検
討するとよい。生徒が肯定
的な評価をしている要因と
教師のどのような手立てが
つながっているのかを、よ
り深く分析すると、さらに安
定した取り組みとなる。
　ICTの効果的な活用につ
いては、アウトプットの量を
増やすことができるという
視点ではメリットが大きい。
しかし、学習内容を後から
丁寧に振り返るという視点
では、ノートのほうが有効
である場合が多い。今後
は、学習場面や想定される
学習効果を考えて、ICTを
有効活用していくことが求
められる。また、ｵﾝﾗｲﾝ授
業の実施を視野に入れる
と、入念な準備が必要であ
る。各家庭での回線の強度
が異なることから、学校で
は起こらないような様々な
トラブルが起きることを十
分に想定して、準備を進め
ていくとよい。

3 徳

（
明
る
く
素
直
に
振
る
舞
う
生
徒

）

　新型コロナウイルスの影
響で、学校外での体験的な
学習活動が少なからず制
限されている。松松ﾚﾝｼﾞｬｰ
ｽﾞをはじめとした地域学習
を通じて、生徒は地域との
関わりや地元についての
理解を深めていくことから、
ふるさと教育が生徒のキャ
リア発達において、重要な
位置をしめていると考えら
れる。従来通りに活動を進
めていくことができない場
合も想定されるが、ｵﾝﾗｲﾝ
などを有効に活用し、でき
ることに着実に取り組んで
いくとよい。また、能美市の
重要な施策となっている
SDGsの視点も取り入れ、
持続可能な社会の担い手
として必要な知識やスキル
も身に付けさせていくこと
が、今後の能美市の発展、
持続にもつながる。

4 体

（
強
い
身
体
を
も
つ
生
徒

）

　体力テストの結果が目標
よりも低かったことについて
は、過去のデータと比較す
るなどして、より具体的に
分析してみるとよい。コロナ
禍だからなのか、それ以外
に原因があるのかを見い
だせると、具体的な取り組
みにつながる。そのような
分析、考察から、中学校の
保健体育や部活動におい
て、どのような活動に意義
があるのかが明確になって
いくことも考えられる。

5

家
庭
・
地
域
と
の
連
携

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の
推
進

）

　ＣＳについては、学校運
営協議会の活動について
ホームページを中心に、内
容等を発信していくことで、
認知度を高めていく。
　あいさつについては、継
続的な取り組みの成果が、
生徒の具体的な姿となって
現れてきている。生徒が大
きな声であいさつをするこ
とができる場面ではどのよ
うな要因が影響しているの
かを見いだすことができれ
ば、さらに安定した取り組
みとなっていくことが期待で
きる。


